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1. はじめに 
1.1 研究の背景と目的 
 学術雑誌価格の高騰、IT 技術の飛躍的な発展などへの対応により、オープンアクセ
ス（Open Access; 以下「OA」）を代表とする Web 上での自由な学術情報流通運動が
活性化している。2002 年に公開された Budapest Open Access Initiative (BOAI)によれ
ば、OA とは「インターネットにアクセスできることそれ自体を除く経済的、法律
的、技術的な障壁なく文献を利用できるようにすること」である。 
 OA の研究成果は無料であるため、「OA 研究成果は非 OA 研究成果よりも頻繁に引
用される」という主張がある。つまり、Web に接続可能であれば誰でも読むことがで
きる論文は、Web 上に無いあるいは無料で読むことができない論文よりも頻繁に読ま
れ引用されるという主張である。この効果は「OA 効果」とも呼ばれる。 
 本研究では、まず OA 効果の最近の動向や中心的問題、いくつかの代表的な調査を
紹介する。その上で OA 誌と非 OA 誌の Impact Factor (以下、「IF」)平均増加率を比
較・考察することで、雑誌の引用量の変化とオープンアクセス化の関係、OA 効果の
有無について検討したい。 
 
1.2 Impact Factor (IF) とは 
 IF は文献引用影響率とも呼ばれ、特定のジャーナル（学術雑誌）に掲載された論文
が特定の年または期間内にどれくらい頻繁に引用されたかを平均値で示す尺度で、学
術雑誌の重要度を評価する指標である。具体的には、IF はその雑誌の文献１件が受け
た引用の平均数であり、次のように定義される。 
  IF =	 	 ある雑誌の過去 ଶ年間の掲載論文が該当年に引用された回数
その雑誌の過去２年間の掲載論文数	 	  
 例えば、ある一つの雑誌「P」の 2016 年の IF は次の比率で計算できる。 
    IF(P) =ଶ଴ଵ଺年に ଶ଴ଵସ〜ଶ଴ଵହ年に掲載された論文が引用された回数ଶ଴ଵସ〜ଶ଴ଵହ年に掲載された論文数  
 
1.3 オープンアクセス (OA) に関する用語の解説 
 本節では、本論文中で言及する OA に関する用語の説明を行う。 
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1.3.1 オープンアクセス （OA） とは 
 OA の思想の根底には哲学者 Popper が『開かれた社会とその敵』1）で提唱した「開かれ
た社会」が存在する。OA 普及の背景には、雑誌価格の高騰に対応し、インターネットに
より自由で効率的な学術情報の流通環境を実現しようとする複数の団体や個人の活動があ
った。少しずつ目的が異なったそれらの活動が一つにまとまったきっかけが後述のブダペ
スト・オープンアクセス・イニシアティブ（Budapest Open Access Initiative; 以下
「BOAI」）である。 
 OA の定義には、狭義・広義の二つがある。まず狭義の定義として Subber 2）は「OA 文
献とは、デジタルで、オンライン上にあり、無料、著作権・使用権制限の多くを受けない
もの」、「OA は、インターネットおよび著者・著作権保有者の同意によって実現したも
の」と定義している。広義の定義として最も典型的なものは、2002 年に BOAI から提案さ
れた以下のものである。 
 
「ピアレビューされた研究文献へのオープンアクセスとは、それらの文献が、公衆
に開かれたインターネット上において無料で利用可能であり、閲覧・ダウンロー
ド・コピー・配布・印刷・検索・論文フルテキストへのリンク・インデクシングの
ためのクローリング・ソフトウェアへデータとして取り込み、その他合法的目的の
ための利用が、インターネット自体へのアクセスと不可分の障壁以外の、財政的・
法的また技術的障壁なしに、誰にでも許可されることを意味する。複製と配布に対
する唯一の制約、すなわち著作権が持つ唯一の役割は、著者に対して、その著作の
同一性保持に対するコントロールと、寄与の事実への承認と引用とが正当になされ
る権利とを与えることであるべきである。」3） 
 
1.3.2 オープンアクセス (OA) 誌とは 
  Gold OA と呼ばれる OA 実現手段の一つに OA 誌がある。OA 誌とは購読料以外の手段
で出版費用を賄うことで、誰もが無料で利用できるようにした電子ジャーナルである。OA
誌出版者の代表例には、BMC (BioMed Central, 2008 年に Springer が買収)・PLoS (Public 
Library of Science)などがある。 
 OA 誌の収入手段として、前述の BMC や PLoS が採用している「著者が掲載料を支払
う」モデルが知られている。三根は、この「著者支払い・読者無料型」以外にも、著者・
読者に料金を求めず出版元の機関などが費用負担する「完全無料型」、購読型雑誌の中で
追加料金を払った論文のみ OA とする「ハイブリッド型」、刊行から一定期間後に無料公
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開する「一定期間後無料公開型」、冊子体は有料だが電子版は無料の「電子版のみ無料公
開型」の五つの OA 誌の類型があるとしている 4）。 
 OA 誌のディレクトリである DOAJ (Directory of Open Access Journals)のデータによると、
2017 年 10 月 25 日現在、OA 誌は 10,256 タイトルに達している５）。 
 
1.4 本論文の構成 
 本論文は、６つの章から構成される。まず、１章で本研究の背景と目的、および IF・ 
OA に関する概要を述べた後、2 章で先行研究について詳述する。次に 3 章でデータ収集
の方法およびデータの解析方法について説明した上で、4 章で結果を述べる。特に 4.1
節、4.2 節では、OA 誌と非 OA 誌が引用される状況の変化を、それぞれの Impact Factor 平
均増加率によって明らかにする。4.3 節では、対象学術雑誌全体が引用される状況の変化
を、OA 誌と非 OA 誌の Impact Factor 平均増加率を比較・考察することによって明らかに
する。最後に、5 章で考察を行い、6 章で総括する。 
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2. 関連研究 
 2001 年に Lawrence 6）が「OA 効果」に関する初めての論文を発表して以来、現在までに
多くの調査研究が行われ、文献リストやレビュー論文も発表されている。「OA 効果」の
有無を巡っては、二つの異なる立場がある。 
 一つ目は、OA 効果は確かなものであり、論文をオープンアクセス化すると、その論文
はより多くの人に読まれ、被引用数は増加するという立場である。Harna 7）と Lawrence は
その代表的人物である。 
 二つ目は、より厳密な調査方法をとれば OA 効果は認められないとする立場である。
Davis 8）を代表とする研究者たちは、「OA が原因で、論文の被引用数の増加する」という
因果関係が本当に成立しているか疑問を呈している。この立場の研究者たちは OA 効果を
認めていない。 
 2009 年の三根 9）は「オープンアクセスは被引用数を増加させるのか？」という研究
で、OA 効果に関する代表的な研究を以下のようにまとめている。 
 
 この表に示してあるように、17 個の対象研究のうち、11 個の研究は「OA 効果がある」
と結論付けている。 
 McKiernan ら 10）は、2016 年までの SPARC Europe の 70 個の研究のうち、46 個の研究、
研究全体の 66%の研究で OA 効果が認められたとしている。Ranasinghe ら 11）は 222 タイ
トル心臓血管学雑誌の 1997 年から 2007 年刊行論文の 10 年間の引用に関する研究を行
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い、引用されていない OA 論文の割合が 1997 年の 91.5%から 2007 年の 61.3%に減少した
と述べている。ちなみに、心臓血管学分野では、よく引用される OA 論文が増えており、
研究者は OA 論文ばかり引用するようになり、非 OA 論文を引用しなくなったとしてい
る。さらに、Frisch ら 12）は、同じ著者の OA 誌と非 OA 誌で掲載された論文を比較し、非
OA 誌よりも OA 誌に掲載された論文の方は引用率が高かったとしている。 
 だがこれらの研究には論文を単位としたものが多い。引用に関する重要な尺度であり、
出版社にとっては特に経営上重要な Impact Factor の値が、OA 誌と非 OA 誌でどのように
変化しているかを調べた研究は少ない。また心臓血管学など少数の分野を対象としたもの
が多く，自然科学から社会科学までといった幅広い分野を対象としたものは少ない。そこ
で本研究では、様々な分野の雑誌の引用量の変化とオープンアクセス化の関係を探求しな
がら、Impact Factor の観点から OA 効果の有無を明らかにしたい。 
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3. 研究手法 
 本研究では雑誌の Impact Factor によって OA 効果の有無を探求する。本章では対象期間
における OA 誌と非 OA 誌の Impact Factor の収集方法と、それらが雑誌のオープンアクセ
ス化と関係を持っているかを解析する方法について説明する。 
 
3.1 データの収集方法 
 本研究では、2011年〜2015年版のJCR13）（図１参照）からIFデータを収集した。JCR は
Journal Citation Reportsの略であり、自然科学と社会科学の代表的な学術雑誌について、そ
の重要性が評価できるデータベースとなっており、Clarivate Analytics14） 社（旧トムソン・
ロイター社）が提供している。 
 
 
図 1 JCR のトップページ 
 
 2011 年〜2015 年版の JCR には 89 個の副分野カテゴリ（8 個の主分野カテゴリ：データ
の結果を比較しやすくするため、各々の副分野カテゴリを教育学・心理学・社会学、法
学・政治学・経済学、数物系科学・化学、工学、生物・農・獣医・水産学、医療・健康・
スポーツ科学、情報学・環境学、総合・複合領域の 8 主分野カテゴリへ再分類した）、
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11,149 タイトルの学術雑誌が挙げられている。だが学術雑誌の引用量の変化とオープンア
クセス化の関係を検証するという本研究の目的に照らして考えると、OA 誌がない分野カ
テゴリは研究する意味が少ない。そこで本研究では、OA 誌と非 OA 誌の両方が存在する
副分野カテゴリを対象として、36 個の副分野カテゴリにおける 1,657 タイトルの学術雑誌
を分析対象とした。 
 
表 1 収集データの基本統計 
データ項目 値 
副分野カテゴリ数 36 
主分野カテゴリ数 8 
雑誌のタイトル数 1657 
OA誌(タイトル数) 290 
 (比率) 18% 
非OA誌(タイトル数) 1367 
   (比率) 82% 
  
表 2 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌のタイトル数 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ（和） 主分野カテ
ゴリ 
OA 誌のタイ
トル数 
非 OA 誌の
タイトル数 
Public, Environmental & 
Occupational Health 
公共環境職業安全学 F 28 40 
Neuroscience 神経科学 H 18 40 
Veterinary Sciences 獣医学 G 15 40 
Plant Sciences 植物科学 G 13 40 
Mereology & Atmospheric Science 気象大気科学 C 12 40 
Biology 生物学 G 12 40 
Mathematics 数学 C 12 40 
Physics 物理学 C 11 40 
Pharmacology & Pharmacy 薬学 H 11 40 
Zoology 動物学 G 11 40 
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Mathematical & Computational 
Biology 
数学計算生物学 G 9 37 
Economics 経済学 A 9 40 
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 D 9 40 
Environmental Science 環境科学 E 8 40 
Pathology 病理学 H 8 40 
Multidisciplinary  Sciences 複合科学 B 8 40 
Tropical Medicine  熱帯医学 H 8 13 
Information Science and Library 
Science 
図書館情報学 E 7 40 
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 H 7 40 
Radiology, Nuclear Medicine & 
Medical Imaging 
核放射線医療画像学 H 7 40 
Social Science 社会科学 F 6 40 
Surgery 外科医学 H 5 40 
Telecommunications 電気通信学 D 5 40 
Psychiatry 精神医学 H 5 38 
Sport Sciences スポーツ科学 H 5 40 
Virology ウイルス学 H 5 27 
Water Resources 水資源学 E 5 40 
Pediatrics 小児科学 H 5 40 
Political Science 政治学 A 4 40 
Respiratory System 呼吸系学（解剖） H 4 40 
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 H 4 40 
Rehabilitation 社会復帰学 F 4 40 
Sociology 社会学 F 3 40 
Rheumatology リューマチ学 H 3 26 
Psychology 心理学 F 2 40 
Reproductive Biology 繁殖生物学 G 2 26 
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表 3 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌のタイトル数 
主分野カテゴリ OA 誌のタイトル数 非 OA 誌の
タイトル数 
A 法学・政治学・経済学 13 80 
B 総合・複合領域 8 40 
C 数物系科学・化学 35 120 
D 工学 14 80 
E 情報学・環境学 20 120 
F 教育学・心理学・社会学 40 160 
G 生物・農・獣医・水産学 62 223 
H 医療・健康・スポーツ科学 96 504 
 
3.2 データの解析方法 
 本節では、対象学術雑誌のImpact Factorデータの解析方法について述べる。 
 本研究では、2011年〜2015年の雑誌の「IF平均増加率」という指標を用いて、OA誌と非
OA誌のIFの変化を考察する。2011年〜2015年の雑誌のIF平均増加率は以下のように定義す
る。 
IF平均増加率＝ଶ଴ଵହ年やଶ଴ଵସ年の雑誌の୍୊の平均値ଶ଴ଵଵ年やଶ଴ଵଶ年の雑誌の୍୊の平均値 
 例えば、ある X 分野カテゴリの OA 誌 a, b, c の 2011 年〜2015 年の IF 平均増加率はそれ
ぞれ次のように計算できる。 
IF 平均増加率（a）＝ଶ଴ଵହ年や ଶ଴ଵସ年の雑誌 ୟの ୍୊の平均値ଶ଴ଵଵ年や ଶ଴ଵଶ年の雑誌 ୟの ୍୊の平均値 
IF 平均増加率（b）＝ଶ଴ଵହ年や ଶ଴ଵସ年の雑誌 ୠの ୍୊の平均値ଶ଴ଵଵ年や ଶ଴ଵଶ年の雑誌 ୠの ୍୊の平均値 
IF 平均増加率（c）＝ଶ଴ଵହ年や ଶ଴ଵସ年の雑誌 ୡの ୍୊の平均値ଶ଴ଵଵ年や ଶ଴ଵଶ年の雑誌 ୡの ୍୊の平均値 
 この場合、2011 年〜2015 年 X 分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率は次のように計算
できる。 
IF 平均増加率（X）＝୍୊平均増加率（ୟ）ା	 ୍୊平均増加率（ୠ）ା	 ୍୊平均増加率（ୡ）ଷ  
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4. 結果 
 本章では、３章で述べた方法に基づいて分析した結果を示す。まず、OA 誌と非 OA 誌
それぞれの IF 平均増加率の概況を示した後、OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の差異を考
察していく。 
 
4.1 OA 誌の IF 平均増加率の結果 
 各々の分析対象分野カテゴリの OA 誌について、IF のデータを JCR から取得し、分野毎
に IF 平均増加率を集計したものが表 4、図２と図３である。 
 
表 4 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率 
副分野カテゴリ（英） 副分野カテゴリ（和） OA 誌の IF 平均
増加率 
Radiology, Nuclear Medicine & 
 Medical Imaging 
核放射線医療 
画像学 
2.522  
Zoology 動物学 1.808  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 1.591  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 1.451  
Pediatrics 小児科学 1.425  
Water Resources 水資源学 1.389  
Rehabilitation 社会復帰学 1.344  
Multidisciplinary Sciences 複合科学 1.325  
Plant Sciences 植物科学 1.243  
Virology ウイルス学 1.207  
Neuroscience 神経科学 1.186  
Engineering, Electrical & Electronic 電気電子工学 1.184  
Telecommunications 電気通信学 1.165  
Information Science and Library Science 図書館情報学 1.163  
Social Science 社会科学 1.149  
Mathematics 数学 1.143  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 1.127  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 1.113  
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Tropical Medicine  熱帯医学 1.112  
Psychiatry 精神医学 1.099  
Sport Sciences スポーツ科学 1.099  
Public, Environmental & 
 Occupational Health 
公共環境 
職業安全学 
1.092  
Pathology 病理学 1.071  
Veterinary Sciences 獣医学 1.057  
Economics 経済学 1.057  
Rheumatology リューマチ学 1.053  
Physics 物理学 1.018  
Environmental Science 環境科学 1.018  
Reproductive Biology 繁殖生物学 1.015  
Sociology 社会学 0.966  
Biology 生物学 0.963  
Psychology 心理学 0.947  
Mereology & Atmospheric Science 気象大気科学 0.925  
Surgery 外科医学 0.891  
Mathematical & Computational Biology 数学計算生物学 0.887  
Political Science 政治学 0.837  
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図 2 2011 年〜2015 年分析対象分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率 
 
 2011 年〜2015 年の 36 個の分析対象副分野カテゴリの中の OA 誌のうち、IF 平均増加率
が最大であったのは核放射線医療画像学分野カテゴリの 2.522 であり、最小は政治学分野
カテゴリの 0.837 であった。 
 
0.000 0.500 1.000 1.500 2.000 2.500 3.000
Political Science
Surgery
Psychology
Sociology
Environmental Science
Rheumatology
Veterinary Sciences
Public, Environmental & Occupational Health
Psychiatry
Respiratory System
Mathematics
Information Science and Library Science
Engineering, Electrical & Electronic
Virology
Multidisciplinary  Sciences
Water Resources
Nutrition & Dietetics
Zoology
 13
 
図 3 2011 年〜2015 年分析対象分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率 
 
 また 36 個の副分野カテゴリのうち、上記の核放射線医療画像学分野カテゴリ（OA 誌の
IF 平均増加率: 2.522）も含めて 29 個、即ち 81%の分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率
が１を超えていた。一方、OA 誌の IF 平均増加率が１未満であったのは社会学分野カテゴ
リ（OA 誌の IF 平均増加率: 0.966）など 7 個で、全体の 19%にとどまった。 
 
4.2 非 OA 誌の IF 平均増加率に関する考察 
 各々の分析対象分野カテゴリの非 OA 誌について、IF のデータを JCR から取得し、分野
毎に IF 平均増加率を集計したものが表 5、図 4 と図５である。 
 
表 5 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均増加率 
副分野カテゴリ（英） 副分野カテゴリ（和） 非 OA 誌の 
IF 平均増加率 
Political Science 政治学 1.213  
Multidisciplinary Sciences 複合科学 1.156  
Telecommunications 電気通信学 1.132  
Information Science and Library 
Science 
図書館情報学 1.115  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 1.105  
OA誌のIF平均
増加率が１を超
えている分野カ
テゴリ…
OA誌のIF平均増
加率が１未満の
分野カテゴリ…
 14
Water Resources 水資源学 1.100  
Mereology & Atmospheric 
Science 
気象大気科学 1.077  
Environmental Science 環境科学 1.073  
Public, Environmental & 
 Occupational Health 
公共環境職業 
安全学 
1.055  
Psychiatry 精神医学 1.049  
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 1.046  
Mathematical & Computational 
Biology 
数学計算生物学 1.040  
Surgery 外科医学 1.040  
Psychology 心理学 1.038  
Economics 経済学 1.029  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 1.024  
Mathematics 数学 1.013  
Social Science 社会科学 1.008  
Radiology, Nuclear Medicine & 
 Medical Imaging 
核放射線医療 
画像学 
0.993  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 0.991  
Pathology 病理学 0.990  
Plant Sciences 植物科学 0.989  
Sport Sciences スポーツ科学 0.988  
Physics 物理学 0.977  
Pediatrics 小児科学 0.972  
Rheumatology リューマチ学 0.965  
Sociology 社会学 0.959  
Neuroscience 神経科学 0.948  
Veterinary Sciences 獣医学 0.946  
Virology ウイルス学 0.940  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 0.939  
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Zoology 動物学 0.926  
Rehabilitation 社会復帰学 0.926  
Reproductive Biology 繁殖生物学 0.920  
Biology 生物学 0.872  
Tropical Medicine  熱帯医学 0.799  
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図 4 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均増加率 
 
 36 個の分析対象副分野カテゴリのうち、非 OA 誌で 2011 年〜2015 年の IF 平均増加率が
最大であったのは政治学分野カテゴリの 1.213 であり、最小値は熱帯医学分野カテゴリの
0.799 であった。 
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図 5 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均増加率 
 
 また IF 平均増加率が１を超えた分野カテゴリは政治学分野（非 OA 誌の IF 平均増加率: 
1.213）など 18 個、全体の 50%に留まったのに対し、IF 平均増加率が１未満の分野カテゴ
リは、社会学分野カテゴリ（非 OA 誌の IF 平均増加率: 0.799）など 18 個で、全体の 50%
にのぼり、先ほどの OA 誌に比べて大きな差があった（それぞれ 81%と 19%）。 
 
4.3 OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の比較 
 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率を分野毎
に集計したところ図 6〜図 8 のようになった。 
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図 6 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の比
較 
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図 7 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の比
較 
 
 36 個の分析対象副分野カテゴリのうち、30 個の分野、即ち 83％の分野カテゴリにおい
て、OA 誌の方が非 OA 誌より IF 平均増加率が高かった。逆に非 OA 誌の方が OA 誌より
IF 平均増加率が高い分野は 6 個であり、対象副分野カテゴリ全体の 17%にとどまった。 
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図 8 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率がより高い分野 
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 OA 誌の IF 平均増加率が高い分野には、医学、工学、自然科学などの分野カテゴリが多
い。それらの分野では OA 誌の論文の方が引用される傾向がより顕著であると言えよう。 
 
 
図 9 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均増加率がより高い分
野 
 
 一方、非 OA 誌の IF 平均増加率が高い分野には、心理学、社会学などの分野が多い。そ
れらの分野では非 OA 誌の論文の方が引用されやすいと言える。 
 また、2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の
差を分野カテゴリ毎に集計したところ表 6、図 10 のようになった。 
 
表 6 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の差 
副分野カテゴリ（英） 副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌と非 OA
誌の IF 平均増加
率の差 
Radiology, Nuclear Medicine & 
 Medical Imaging 
核放射線医療 
画像学 
1.529 
Zoology 動物学 0.881 
Pharmacology & Pharmacy 薬学 0.651 
Pediatrics 小児科学 0.453 
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 0.427 
0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200 1.400
Political Science
Mathematical & Computational
Biology
Surgery
Mereology & Atmospheric Science
Psychology
Environmental Science
OA NonOA
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Rehabilitation 社会復帰学 0.418 
Tropical Medicine  熱帯医学 0.313 
Water Resources 水資源学 0.289 
Virology ウイルス学 0.268 
Plant Sciences 植物科学 0.254 
Neuroscience 神経科学 0.238 
Multidisciplinary Sciences 複合科学 0.169 
Social Science 社会科学 0.142 
Engineering, Electrical & Electronic 電気電子工学 0.138 
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 0.135 
Mathematics 数学 0.131 
Sport Sciences スポーツ科学 0.111 
Veterinary Sciences 獣医学 0.111 
Reproductive Biology 繁殖生物学 0.095 
Biology 生物学 0.090 
Rheumatology リューマチ学 0.088 
Pathology 病理学 0.081 
Psychiatry 精神医学 0.051 
Information Science and Library Science 図書館情報学 0.048 
Physics 物理学 0.041 
Public, Environmental & 
 Occupational Health 
公共環境職業 
安全学 
0.037 
Telecommunications 電気通信学 0.033 
Economics 経済学 0.028 
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 0.008 
Sociology 社会学 0.007 
Environmental Science 環境科学 -0.056 
Psychology 心理学 -0.091 
Surgery 外科医学 -0.150 
Mereology & Atmospheric Science 気象大気科学 -0.152 
Mathematical & Computational Biology 数学計算生物学 -0.153 
 23
Political Science 政治学 -0.376 
 
 
 
図 10 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の
差 
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 36 個の分析対象副分野カテゴリのうち、2011 年〜2015 年の OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率の差が最大であったのは核放射線医療画像学分野カテゴリの 1.529 であり、最小値
は政治学分野カテゴリの-0.376 であった。オープンアクセス化がこの数値の大きい分野で
あった核放射線医療画像学・動物学・薬学分野カテゴリに与えた影響が、数値の低い政治
学・数学計算生物学などの分野カテゴリより顕著であると言えよう。一方で、環境科学・
心理学分野カテゴリなどの数値が負であり、オープンアクセス化がそれらの分野の雑誌引
用量にマイナスの影響を及ぼした可能性がある。 
 また、OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率それぞれの平均値、最大値、最小値、中央値、
標準偏差は表 7、図 10 のようになった。 
 
表 7 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の各
数値 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.184 1.010 
最大値 2.522 1.213 
最小値 0.837 0.799 
中央値 1.112 1.001 
標準偏差 0.305 0.082 
 
表 8 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の中
央値 
副分野カテゴリ（英） 副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌 非 OA 誌 
Biology 生物学 0.991  0.897  
Economics 経済学 1.172  1.036  
Engineering,Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 0.964  1.068  
Environmental Sciencenon 環境科学 1.126  1.029  
Information Science and Library 
Science 
図書館情報学 1.156  1.077  
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Mathematical & Computational 
Biology 
数学計算生物学 0.890  0.904  
Mereorology & Atmospheric 
Science 
気象大気科学 0.958  1.074  
Mathematics 数学 1.065  1.049  
Multidisciplinary Sciences 複合科学 1.019  1.098  
Neuroscience 神経科学 0.992  0.944  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 1.094  1.035  
Pathology 病理学 0.866  1.000  
Pediatrics 小児科学 1.469  1.006  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 1.154  0.939  
Physics 物理学 1.022  0.999  
Plant Sciences 植物科学 1.102  1.017  
Political Science 政治学 0.704  1.273  
Psychiatry 精神医学 1.000  0.984  
Psychology 心理学 0.923  1.053  
Public, Environmental & 
 Occupational Health 
公共環境職業安全学 1.122  1.041  
Radiology, Nuclear Medicine & 
 Medical Imaging 
核放射線医療画像学 1.132  0.965  
Rehabilitation 社会復帰学 1.366  0.920  
Reproductive Biology 繁殖生物学 1.015  0.939  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 1.109  1.091  
Rheumatology リューマチ学 0.985  0.953  
Social Science 社会科学 1.082  1.049  
Sociology 社会学 1.158  0.987  
Sport Sciences スポーツ科学 1.072  0.956  
Surgery 外科医学 0.867  1.055  
Telecommunications 電気通信学 0.991  1.087  
Tropical Medicine 熱帯医学 0.939  0.846  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 1.055  0.965  
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Veterinary Sciences 獣医学 1.073  0.936  
Virology ウイルス学 1.024  0.863  
Water Resources 水資源学 1.074  1.107  
Zoology 動物学 0.922  0.931  
 
 
図 11 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の
各数値 
 
 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の平均値、最大値、
最小値、中央値と標準偏差が 1.184、2.522、0.837、1.112 と 0.305 であり、非 OA 誌の IF
平均増加率の各数値であった 1.010、1.213、0.799、1.001 と 0.082 に比べて全般に差が見ら
れた。 
 
表 9 OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値の t-検定の結果  
OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.184 1.010 
分散 0.093 0.007 
観測数 36 36 
ピアソン相関 -0.153 
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仮説平均との差異 0.000 
 
自由度 35.000 
 
t 3.194 
 
P(T<=t) 片側 0.001 
 
t 境界値 片側 1.690 
 
P(T<=t) 両側 0.003 
 
t 境界値 両側 2.030 
 
 
 このうち、表 9 の平均値の t-検定より、P 値（有意水準：0.003）が 0.05 以下であり、
OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値の差は統計的に有意であると言える。 
 対象分析分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の平均値、最大値、最小値と中央値は非
OA 誌の数値より高いことが明らかになった。OA 誌の IF 平均増加率の標準偏差(表 5: 
0.305)、分散（表 7: 0.093; 観測された分散比>境界値、P＜0.05）は、非 OA 誌の標準偏差
と分散(それぞれ 0.082、0.007)より高いため、OA 誌の IF 平均増加率データの散らばりが
より大きいことも分かった(図 12、図 13 参照)。 
 
表 10  OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の分散の F-検定の結果  
OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.184 1.010 
分散 0.093 0.007 
観測数 36 36 
自由度 35.000 35.000 
観測された分散比 13.904 
 
P(F<=f) 片側 0.000 
 
F 境界値 片側 1.757 
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図 12 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の散布図 
（横軸：エクセルで各副分野カテゴリの行の番号） 
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図 13 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均増加率の散布図 
（横軸：エクセルで各副分野カテゴリの行の番号） 
 
 さらに、教育学・心理学・社会学などの 8 個の主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の状況は表 11、表 12 と図 14 のようになった。 
 
表 11  2011 年〜2015 年分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率
の状況 
主分野カテゴリ 非 OA 誌の IF 平均増
加率がより高い副分
野カテゴリ 
OA 誌の IF 平均増加率が
より高い副分野カテゴリ 
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表 12 2011 年〜2015 年分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の
基本統計 
分野カテゴリ OA 誌の IF 平均増加率が
より高い副分野カテゴリ
の数 
非 OA 誌の IF 平均増加
率がより高い副分野カ
テゴリの数 
数値 割合 数値 割合 
教育学・心理学・社会学 4 80% 1 20% 
法学・政治学・経済学 1 50% 1 50% 
数物系科学・化学 2 67% 1 33% 
工学 2 100% 0 0 
生物・農・獣医・水産学 5 83% 1 17% 
医療・健康・スポーツ科学 13 93% 1 7% 
情報学・環境学 2 67% 1 33% 
総合・複合領域 1 100% 0 0 
 
 
図 14  2011 年〜2015 年分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加
率の基本統計 
 
 OA 誌の IF 平均増加率がより高い副分野カテゴリの数は、法学・政治学・経済学や総
合・複合領域では 1 であるのに対し、他の 6 個の主分野カテゴリでは 2 以上にのぼった。
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また、OA 誌の IF 平均増加率がより高い副分野カテゴリの数は、法学・政治学・経済学と
総合・複合領域では 1 であるのに対し、医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリでは 13
であり、顕著な差が見られた。 
 さらに、8 個の主分野カテゴリのうち、工学主分野カテゴリも含めて 5 個、即ち 62.5%
の主分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率のより高い副分野カテゴリの割合が 80%を超え
ていた。一方、OA 誌の IF 平均増加率がより高い副分野カテゴリの割合が 80%未満であっ
たのは法学・政治学・経済学主分野カテゴリなど 3 個で、全体の 37.5%にとどまった。し
たがって、法学・政治学・経済学主分野カテゴリは、工学主分野カテゴリと比較し、OA
誌の IF 増加率が高い副分野カテゴリの割合が低いと言える。オープンアクセス化が工学主
分野カテゴリを含めて 5 個の主分野カテゴリに与えた影響は、法学・政治学・経済学、数
物系科学・化学や情報学・環境学主分野カテゴリより顕著であると言えよう。 
 また、教育学・心理学・社会学などの 8 個の主分野カテゴリ各々の OA 誌と非 OA 誌の
IF 平均増加率の状況は表 13〜表 34、図 15〜図 22 のようになった。 
 
表 13 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平
均増加率 
非 OA 誌の IF
平均増加率 
Psychology 心理学 0.947  1.038  
Sociology 社会学 0.966  0.959  
Social Science 社会科学 1.149  1.008  
Rehabilitation 社会復帰学 1.344  0.926  
Public, Environmental & Occupational 
Health 
公共環境職業 
安全学 
1.092  1.055  
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図 15 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
 
表 14 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.100  0.997  
最大値 1.344  1.055  
最小値 0.947  0.926  
中央値 1.092  1.008  
標準偏差 0.144  0.048  
 
表 15 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の平均値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.100  0.997  
分散 0.026  0.003  
観測数 5.000  5.000  
ピアソン相関 -0.533   
0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200 1.400 1.600
Psychology
Sociology
Public, Environmental & Occupational Health
Social Science
Rehabilitation
OA NonOA
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仮説平均との差異 0.000   
自由度 4.000   
t  1.175   
P(T<=t) 片側 0.153   
t 境界値 片側 2.132   
P(T<=t) 両側 0.305   
t 境界値 両側 2.776    
 
表 16 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平
均増加率 
非 OA 誌の IF
平均増加率 
Political Science 政治学 0.837  1.213  
Economics 経済学 1.057  1.029  
 
 
図 16 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
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表 17 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の各数値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 0.947 1.121 
最大値 1.057 1.213 
最小値 0.837 1.029 
中央値 0.947 1.121 
標準偏差 0.110 0.092 
 
表 18 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の平均値の t-検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 0.947 1.121 
分散 0.024 0.017 
観測数 2.000 2.000 
ピアソン相関 -1.000 
仮説平均との差異 0.000  
自由度 1.000  
t -0.861  
P(T<=t) 片側 0.274  
t 境界値 片側 6.314  
P(T<=t) 両側 0.547  
t 境界値 両側 12.706  
 
表 19 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平均
増加率 
非 OA 誌の IF
平均増加率 
Mereology &  
Atmospheric Science 
気象大気科学 0.925  1.077  
Physics 物理学 1.018  0.977  
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Mathematics 数学 1.143  1.013  
 
 
図 17 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率 
 
表 20 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率の各数値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.029  1.022  
最大値 1.143  1.077  
最小値 0.925  0.977  
中央値 1.018  1.013  
標準偏差 0.090  0.041  
 
表 21 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率の平均値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.029  1.022  
分散 0.012  0.003  
観測数 3.000  3.000  
0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200 1.400
Mereology & Atmospheric Science
Physics
Mathematics
OA NonOA
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ピアソン相関 -0.562   
仮説平均との差異 0.000   
自由度 2.000   
t  0.077   
P(T<=t) 片側 0.473   
t 境界値 片側 2.920   
P(T<=t) 両側 0.946   
t 境界値 両側 4.303    
 
表 22 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平均
増加率 
非 OA 誌の IF
平均増加率 
Telecommunications 電気通信学 1.165  1.132  
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 1.184  1.046  
 
 
図 18 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率 
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表 23 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の各数
値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.175 1.089 
最大値 1.184 1.132 
最小値 1.165 1.046 
中央値 1.175 1.089 
標準偏差 0.009 0.043 
 
表 24 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均
値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.175  1.089  
分散 0.000  0.004  
観測数 2.000  2.000  
ピアソン相関 -1.000  
仮説平均との差異 0.000   
自由度 1.000   
t  1.627   
P(T<=t) 片側 0.175   
t 境界値 片側 6.314   
P(T<=t) 両側 0.351   
t 境界値 両側 12.706    
 
表 25 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平
均増加率 
非 OA 誌の IF
平均増加率 
Mathematical &  
Computational Biology 
数学計算 
生物学 
0.887  1.040  
Biology 生物学 0.963  0.872  
 39
Reproductive Biology 繁殖生物学 1.015  0.920  
Veterinary Sciences 獣医学 1.057  0.946  
Zoology 動物学 1.808  0.926  
Plant Sciences 植物科学 1.243  0.989  
 
 
図 19 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率 
 
表 26 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の各数値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.162  0.949  
最大値 1.808  1.040  
最小値 0.887  1.040  
中央値 1.036  0.936  
標準偏差 0.309  0.053  
 
0.0000.2000.4000.6000.8001.0001.2001.4001.6001.8002.000
Mathematical & Computational Biology
Biology
Reproductive Biology
Veterinary Sciences
Plant Sciences
Zoology
OA NonOA
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表 27 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
平均増加率の平均値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.162  0.949  
分散 0.114  0.003  
観測数 6.000  6.000  
ピアソン相関 -0.169   
仮説平均との差異 0.000   
自由度 5.000   
t  1.481   
P(T<=t) 片側 0.099   
t 境界値 片側 2.015   
P(T<=t) 両側 0.199   
t 境界値 両側 2.571    
 
表 28 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF 平均増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF
平均増加率 
非 OA 誌の
IF 平均増加
率 
Surgery 外科医学 0.891  1.040  
Respiratory  
System 
呼吸系学 
（解剖） 
1.113  1.105  
Psychiatry 精神医学 1.099  1.049  
Pathology 病理学 1.071  0.990  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 1.127  0.991  
Virology ウイルス学 1.207  0.940  
Tropical Medicine  熱帯医学 1.112  0.799  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 1.451  1.024  
Pediatrics 小児科学 1.425  0.972  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 1.591  0.939  
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Radiology, Nuclear Medicine & Medical 
Imaging 
核放射線医療画像
学 
2.522  0.993  
Neuroscience 神経科学 1.186  0.948  
Sport Sciences スポーツ科学 1.099  0.988  
Rheumatology リューマチ学 1.053  0.965  
 
 
図 20 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF 平均増加率 
 
表 29 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF 平均増加率の各数値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.282 0.982 
最大値 2.522 1.105 
最小値 0.891 0.799 
中央値 1.120 0.989 
0.000 0.500 1.000 1.500 2.000 2.500 3.000
Surgery
Rheumatology
Pathology
Sport Sciences
Psychiatry
Tropical Medicine
Respiratory System
Urology & Nephrology
Neuroscience
Virology
Pediatrics
Nutrition & Dietetics
Pharmacology & Pharmacy
Radiology, Nuclear Medicine & Medical Imaging
OA NonOA
 42
標準偏差 0.401 0.067 
 
表 30 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF 平均増加率の平均値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.282  0.982  
分散 0.161  0.005  
観測数 14.000  14.000  
ピアソン相関 -0.033   
仮説平均との差異 0.000   
自由度 13.000   
t  2.742   
P(T<=t) 片側 0.008   
t 境界値 片側 1.771   
P(T<=t) 両側 0.017   
t 境界値 両側 2.160    
 
表 31 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増
加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF
平均増加率 
非 OA 誌の
IF 平均増加
率 
Environmental Science 環境科学 1.018  1.073  
Information Science & 
Library Science 
図書館情報学 1.163  1.115  
Water Resources 水資源学 1.389  1.100  
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図 21 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増
加率 
 
表 32 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増
加率の各数値  
OA 誌 非 OA 誌 
平均値 1.190  1.096  
最大値 1.389  1.115  
最小値 1.018  1.073  
中央値 1.163  1.100  
標準偏差 0.153  0.017  
 
表 33 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増
加率の平均値の t-検定の結果 
  OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.190  1.096  
分散 0.035  0.000  
観測数 3.000  3.000  
ピアソン相関 0.520   
仮説平均との差異 0.000   
0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200 1.400 1.600
Environmental Science
Information Science and Library
Science
Water Resources
OA NonOA
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自由度 2.000   
t  0.918   
P(T<=t) 片側 0.228   
t 境界値 片側 2.920   
P(T<=t) 両側 0.456   
t 境界値 両側 4.303    
 
表 34 2011 年〜2015 年総合・複合領域学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率 
副分野カテゴリ 
（英） 
副分野カテゴリ
（和） 
OA 誌の IF 平均
増加率 
非 OA 誌の IF 平
均増加率 
Multidisciplinary  Sciences 複合科学 1.325  1.156  
 
 
図 22 2011 年〜2015 年総合・複合領域学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均
増加率 
 
 7 個の主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないた
め、検定の対象外となる）の平均値の t-検定の結果、すべての主分野カテゴリの P 値（有
意水準：教育学・心理学・社会学主分野の 0.305、法学・政治学・経済学主分野の 0.547、
数物系科学・化学主分野の 0.946、工学主分野の 0.351、生物・農・獣医・水産学主分野の
0.199、医療・健康・スポーツ科学主分野の 0.017 と情報学・環境学主分野の 0.456）が
1.050 1.100 1.150 1.200 1.250 1.300 1.350
NonOA
OA
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0.05 以上となり、分野を細分した場合は OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値の差は
統計的に有意であると言えない結果となった。主分野カテゴリ各々の副分野カテゴリの数
が少ないことがその要因となっているのかもしれない。 
 また、主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率それぞれの平均値、最大値、
最小値、中央値、標準偏差は表 35〜表 39、図 23〜図 27 のようになった。 
 
表 35 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
法学・政治学・経済学 0.947  1.121  
数物系科学・化学 1.029  1.022  
教育学・心理学・社会学 1.100  0.997  
生物・農・獣医・水産学 1.162  0.949  
工学 1.175  1.089  
情報学・環境学 1.190  1.096  
医療・健康・スポーツ 
科学 
1.282  0.982  
総合・複合領域 
 
 
 
 
図 23 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値 
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表 36 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の最大値 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
法学・政治学・経済学 1.057  1.213  
数物系科学・化学 1.143  1.077  
工学 1.184  1.132  
教育学・心理学・社会学 1.344  1.055  
情報学・環境学 1.389  1.115  
生物・農・獣医・水産学 1.808  1.040  
医療・健康・スポーツ科学 2.522  1.105  
総合・複合領域 
 
 
 
 
図 24 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の最大値 
  
 分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値・最大値につい
て、7 個の主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないた
め、検定の対象外となる）のうち、医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリも含めて 6
個、即ち 85.7%の主分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の平均値・最大値がより高い。
一方、非 OA 誌の IF 平均増加率の平均値・最大値がより高い主分野カテゴリであったのは
法学・政治学・経済学主分野カテゴリなど 1 個で、全体の 14.3%にとどまった。 
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表 37 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の最小値 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
法学・政治学・経済学 0.837  1.029  
生物・農・獣医・水産学 0.887  1.040  
医療・健康・スポーツ科学 0.891  0.799  
数物系科学・化学 0.925  0.977  
教育学・心理学・社会学 0.947  0.926  
情報学・環境学 1.018  1.073  
工学 1.165  1.046  
総合・複合領域 
 
 
 
 
図 25 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の最小値 
 
 分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の最小値について、7 個の
主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないため、検定の
対象外となる）のうち、工学主分野カテゴリも含めて 4 個、即ち 57.14%の主分野カテゴリ
の OA 誌の IF 平均増加率の最小値がより高い。一方、非 OA 誌の IF 平均増加率の最小値
がより高い主分野カテゴリであったのは法学・政治学・経済学主分野カテゴリなど 3 個
で、全体の 42.86%にとどまった。 
 
0.000
0.200
0.400
0.600
0.800
1.000
1.200
1.400
⾮OA誌 OA誌
 48
表 38 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の中央値 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
教育学・心理学・社会学 1.092  1.008  
法学・政治学・経済学 0.947  1.121  
数物系科学・化学 1.018  1.013  
工学 1.175  1.089  
生物・農・獣医・水産学 1.036  0.936  
医療・健康・スポーツ科学 1.120  0.989  
情報学・環境学 1.163  1.100  
総合・複合領域 
 
 
 
 
図 26 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の中央値 
  
 分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の中央値について、7 個の
主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないため、検定の
対象外となる）のうち、教育学・心理学・社会学主分野カテゴリも含めて 6 個、即ち
85.71%の主分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の中央値がより高い。一方、非 OA 誌の
IF 平均増加率の中央値がより高い主分野カテゴリであったのは法学・政治学・経済学主分
野カテゴリなど 1 個で、全体の 14.29%にとどまった。 
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表 39 2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の標準偏差 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
工学 0.009  0.043  
数物系科学・化学 0.090  0.041  
法学・政治学・経済学 0.110  0.092  
教育学・心理学・社会学 0.144  0.048  
情報学・環境学 0.153  0.017  
生物・農・獣医・水産学 0.309  0.053  
医療・健康・スポーツ 
科学 
0.401  0.067  
総合・複合領域 
 
 
 
 
図 27  2011 年〜2015 年主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の標準偏差 
 
 分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の標準偏差について、7 個
の主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないため、検定
の対象外となる）のうち、医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリも含めて 6 個、即ち
85.71%の主分野カテゴリの OA 誌の IF 平均増加率の中央値がより高い。一方、非 OA 誌の
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IF 平均増加率の標準偏差がより高い主分野カテゴリであったのは工学主分野カテゴリなど
1 個で、全体の 14.29%にとどまった。 
 また、IF 平均増加率の標準偏差について、主分野カテゴリと副分野カテゴリ全体の数値
でも差があることが言えた(表 40 参照)。 
 
表 40 2011 年〜2015 年主・副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF 平均増加率の標準
偏差 
主分野カテゴリ OA 誌 非 OA 誌 
工学 0.009  0.043  
数物系科学・化学 0.090  0.041  
法学・政治学・経済学 0.110  0.092  
教育学・心理学・社会学 0.144  0.048  
情報学・環境学 0.153  0.017  
生物・農・獣医・水産学 0.309  0.053  
医療・健康・スポーツ科学 0.401  0.067  
全分野カテゴリ 0.305 0.082 
総合・複合領域 
 
 
 
4.4 OA 誌と非 OA 誌の IF 平均値  
 分析対象副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の 2014 年と 2015 年の IF 平均値を副分野毎
に集計したところ表 41、図 28 のようになった。 
 
表 41 副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の 2014 年と 2015 年の IF 平均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
Virology ウイルス学 3.510  2.973  
Neuroscience 神経科学 3.127  8.741  
Physics 物理学 2.809  10.296  
Biology 生物学 2.723  2.720  
Environmental Science 環境科学 2.702  4.626  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 2.481  3.449  
Rheumatology リューマチ学 2.481  3.083  
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Radiology, Nuclear Medicine & 
Medical Imaging 
核放射線 
医療画像学 
2.436  3.636  
Mathematical & Computational 
Biology 
数学計算生物学 2.341  1.966  
Mereology & Atmospheric Science 気象大気科学 2.327  2.699  
Reproductive Biology 繁殖生物学 2.326  2.615  
Rehabilitation 社会復帰学 2.044  1.887  
Tropical Medicine 熱帯医学 1.825  1.344  
Psychiatry 精神医学 1.790  5.718  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 1.674  3.416  
Water Resources 水資源学 1.635  2.073  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 1.626  7.031  
Public, Environmental & 
Occupational Health 
公共環境 
職業安全学 
1.571  3.898  
Pathology 病理学 1.538  3.751  
Pediatrics 小児科学 1.493  2.757  
Multidisciplinary Sciences 複合科学 1.480  3.138  
Surgery 外科医学 1.225  3.631  
Zoology 動物学 1.213  2.272  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 1.209  3.417  
Plant Sciences 植物科学 1.121  4.937  
Psychology 心理学 1.080  6.809  
Veterinary Sciences 獣医学 0.837  1.739  
Telecommunications 電気通信学 0.832  2.039  
Sport Sciences スポーツ科学 0.778  2.467  
Mathematics 数学 0.759  1.510  
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 0.687  3.369  
Social Science 社会科学 0.640  2.168  
Information Science and Library 
Science 
図書館情報学 0.582  1.740  
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Economics 経済学 0.501  2.980  
Sociology 社会学 0.243  2.682  
Political Science 政治学 0.242  1.981  
 
 
図 28 2011 年〜2015 年副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の 2014 年と 2015 年の IF 平
均値 
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 36 個の分析対象副分野カテゴリのうち、OA 誌と非 OA 誌の 2014 年と 2015 年の IF の平
均値が最大であったのはウイルス学分野カテゴリの 3.510（OA 誌）と物理学分野カテゴリ
の 10.296 (非 OA 誌)であり、最小値は政治学分野カテゴリの 0.242（OA 誌）と熱帯医学分
野カテゴリの 1.344（非 OA 誌）であった。先述の IF 平均増加率が最大であったのは核放
射線医療画像学分野カテゴリの 2.522（OA 誌）と政治学分野カテゴリの 1.213（OA）であ
り、最小は政治学分野カテゴリの 0.837（OA 誌）と熱帯医学分野カテゴリの 0.799 であっ
たことに比べて分野の状況には差があった。 
 
表 42 2011 年〜2015 年副分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の 2014 年と 2015 年の IF 平
均値の平均値の t-検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.608 3.488 
分散 0.722 4.009 
観測数 36.000 36.000 
ピアソン相関 0.373 
仮説平均との差異 0.000  
自由度 35.000  
t -6.064  
P(T<=t) 片側 0.000  
t 境界値 片側 1.690  
P(T<=t) 両側 0.000  
t 境界値 両側 2.030  
  
 このうち、表 42 の平均値の t-検定より、P 値（有意水準：0.000）が 0.05 以下であり、
OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値の差は統計的に有意であると言える。 
 また、OA 誌の IF の平均値がより高い副分野カテゴリと非 OA 誌の IF の平均値がより高
い副分野カテゴリは表 43〜表 44、図 29〜図 30 のようになった。 
 
表 43 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF の平均値がより高い分野 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
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Virology ウイルス学 3.510  2.973  
Biology 生物学 2.723  2.720  
Mathematical & 
Computational Biology 
数学計算生物学 2.341  1.966  
Rehabilitation 社会復帰学 2.044  1.887  
Tropical Medicine 熱帯医学 1.825  1.344  
 
 
図 29 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの OA 誌の IF の平均値がより高い分野 
 
表 44 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF の平均値がより高い分
野 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
Neuroscience 神経科学 3.127  8.741  
Physics 物理学 2.809  10.296  
Environmental Sciencenon 環境科学 2.702  4.626  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 2.481  3.449  
Rheumatology リューマチ学 2.481  3.083  
Radiology, Nuclear Medicine & 
Medical Imaging 
核放射線 
医療画像学 
2.436  3.636  
Mereology &  気象大気科学 2.327  2.699  
0.000 0.500 1.000 1.500 2.000 2.500 3.000 3.500 4.000
Tropical Medicine
Rehabilitation
Mathematical & Computational
Biology
Biology
Virology
OA誌 ⾮OA誌
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Atmospheric Science 
Reproductive Biology 繁殖生物学 2.326  2.615  
Psychiatry 精神医学 1.790  5.718  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 1.674  3.416  
Water Resources 水資源学 1.635  2.073  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 1.626  7.031  
Public, Environmental & 
Occupational Health 
公共環境 
職業安全学 
1.571  3.898  
Pathology 病理学 1.538  3.751  
Pediatrics 小児科学 1.493  2.757  
Multidisciplinary Sciences 複合科学 1.480  3.138  
Surgery 外科医学 1.225  3.631  
Zoology 動物学 1.213  2.272  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 1.209  3.417  
Plant Sciences 植物科学 1.121  4.937  
Psychology 心理学 1.080  6.809  
Veterinary Sciences 獣医学 0.837  1.739  
Telecommunications 電気通信学 0.832  2.039  
Sport Sciences スポーツ科学 0.778  2.467  
Mathematics 数学 0.759  1.510  
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 0.687  3.369  
Social Science 社会科学 0.640  2.168  
Information Science and Library 
Science 
図書館情報学 0.582  1.740  
Economics 経済学 0.501  2.980  
Sociology 社会学 0.243  2.682  
Political Science 政治学 0.242  1.981  
 
 56
 
図 30 2011 年〜2015 年分析対象副分野カテゴリの非 OA 誌の IF の平均値がより高い分
野 
  
 36 個の分析対象副分野カテゴリのうち、OA 誌の方が非 OA 誌より IF の平均値が高かっ
たのは 5 個の分野、即ち 14％にとどまった。逆に非 OA 誌の方が OA 誌より IF の平均値
が高い分野は 31 個であり、対象副分野カテゴリ全体の 86%にのぼった。先述の IF 平均増
加率の状況（OA 誌の方が非 OA 誌より IF 平均増加率が高かった分野カテゴリの割合：
83%; 非 OA 誌の方が OA 誌より IF 平均増加率が高い分野カテゴリの割合：17%））と比
べると、IF 平均値に関しては全般に逆の傾向が見られた。 
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表 45 2011 年〜2015 年分析対象主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値の基
本統計 
分野カテゴリ OA 誌の IF の平均値がよ
り高い副分野カテゴリの
数 
非 OA 誌の IF の平均値
がより高い副分野カテ
ゴリの数 
数値 割合 数値 割合 
教育学・心理学・社会学 1 17% 5 83% 
法学・政治学・経済学 0 0 2 100% 
数物系科学・化学 0 0 3 100% 
工学 0 0 2 100% 
生物・農・獣医・水産学 2 33% 4 67% 
医療・健康・スポーツ科学 2 14% 12 86% 
情報学・環境学 0 0 3 100% 
総合・複合領域 0 0 1 100% 
 
 OA 誌の IF の平均値がより高い副分野カテゴリの数は、教育学・心理学・社会学など 3
個の分野では 1 以上であるのに対し、他の 5 個の主分野カテゴリでは 0 にとどまった。ま
た、非 OA 誌の IF の平均値がより高い副分野カテゴリの数は、総合・複合領域では 1 であ
るのに対し、医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリでは 12 であり、先述の IF 平均増
加率の状況に比べて顕著な差が見られた。 
 さらに、8 個の主分野カテゴリのうち、工学主分野カテゴリも含めて 7 個、即ち 87.5%
の主分野カテゴリの非 OA 誌の IF 平均値のより高い副分野カテゴリの割合が 80%を超えて
いた。一方、非 OA 誌の IF の平均値がより高い副分野カテゴリの割合が 80%未満であった
のは生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの 1 個で、全体の 12.5%にとどまった。した
がって、生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリは、工学主分野カテゴリと比較し、非
OA 誌の IF 平均値が高い副分野カテゴリの割合が低いと言える。 
 また、教育学・心理学・社会学などの 8 個の主分野カテゴリ各々の OA 誌と非 OA 誌の
IF の平均値の状況は表 46〜表 60、図 31〜図 37 のようになった。 
 
表 46 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
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分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
Rehabilitation 社会復帰学 2.044  1.887  
Public, Environmental & 
Occupational Health 
公共環境 
職業安全学 
1.571  3.898  
Psychology 心理学 1.080  6.809  
Social Science 社会科学 0.640  2.168  
Sociology 社会学 0.243  2.682  
 
 
図 31 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
 
表 47 2011 年〜2015 年教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値の平均値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.115 3.488 
分散 0.515 4.038 
観測数 5.000 5.000 
ピアソン相関 -0.015  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 4.000  
0.0001.0002.0003.0004.0005.0006.0007.0008.000
Sociology
Social Science
Psychology
Public, Environmental & Occupational
Health
Rehabilitation
OA NonOA
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t -2.475  
P(T<=t) 片側 0.034  
t 境界値 片側 2.132  
P(T<=t) 両側 0.069  
t 境界値 両側 2.776  
 
 
表 48 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
Economics 経済学 0.501  2.980  
Political Science 政治学 0.242  1.981  
 
 
図 32 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
 
表 49 2011 年〜2015 年法学・政治学・経済学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値の平均値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 0.372 2.481 
0.000 0.500 1.000 1.500 2.000 2.500 3.000 3.500
NonOA
OA
Economics Political Science
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分散 0.034 0.499 
観測数 2.000 2.000 
ピアソン相関 1.000  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 1.000  
t -5.702  
P(T<=t) 片側 0.055  
t 境界値 片側 6.314  
P(T<=t) 両側 0.111  
t 境界値 両側 12.706  
 
表 50 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平
均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ
（和） 
OA 誌 非 OA 誌 
Physics 物理学 2.809  10.296  
Mereology & Atmospheric Science 気象大気科学 2.327  2.699  
Mathematics 数学 0.759  1.510  
 
 
図 33 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平
均値 
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表 51 2011 年〜2015 年数物系科学・化学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平
均値の平均値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.965 4.835 
分散 1.149 22.719 
観測数 3.000 3.000 
ピアソン相関 0.768  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 2.000  
t -1.242  
P(T<=t) 片側 0.170  
t 境界値 片側 2.920  
P(T<=t) 両側 0.340  
t 境界値 両側 4.303  
 
 
表 52 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
 
Telecommunications 電気通信学 0.832  2.039  
Engineering, Electrical & 
Electronic 
電気電子工学 0.687  3.369  
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図 34 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値 
 
表 53 2011 年〜2015 年工学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値の平均値
のｔ検定の結果 
OA 誌 非 OA 誌 
平均 0.759 2.704 
分散 0.011 0.884 
観測数 2.000 2.000 
ピアソン相関 -1.000  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 1.000  
t -2.636  
P(T<=t) 片側 0.115  
t 境界値 片側 6.314  
P(T<=t) 両側 0.231  
t 境界値 両側 12.706  
 
表 54 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） OA 誌 非 OA 誌 
Biology 生物学 2.723  2.720  
0.0000.5001.0001.5002.0002.5003.0003.5004.000
Engineering, Electrical & Electronic
Telecommunications
OA NonOA
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Mathematical & 
Computational Biology 
数学計算 
生物学 
2.341  1.966  
Reproductive Biology 繁殖生物学 2.326  2.615  
Zoology 動物学 1.213  2.272  
Plant Sciences 植物科学 1.121  4.937  
Veterinary Sciences 獣医学 0.837  1.739  
 
 
図 35 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値 
 
表 55 2011 年〜2015 年生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF
の平均値の平均値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.760 2.708 
分散 0.629 1.332 
観測数 6.000 6.000 
ピアソン相関 -0.167  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 5.000  
t -1.543  
0.000 1.000 2.000 3.000 4.000 5.000 6.000
Veterinary Sciences
Plant Sciences
Zoology
Reproductive Biology
Mathematical & Computational
Biology
Biology
OA NonOA
 64
P(T<=t) 片側 0.092  
t 境界値 片側 2.015  
P(T<=t) 両側 0.184  
t 境界値 両側 2.571  
 
表 56 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF の平均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） 非 OA 誌 OA 誌 
Virology ウイルス学 2.973  3.510  
Neuroscience 神経科学 8.741  3.127  
Pathology 病理学 3.751  1.538  
Physics 物理学 10.296  2.809  
Nutrition & Dietetics 栄養食養学 3.449  2.481  
Rheumatology リューマチ学 3.083  2.481  
Radiology, Nuclear 
Medicine & Medical 
Imaging 
核放射線 
医療画像学 
3.636  2.436  
Tropical Medicine  熱帯医学 1.344  1.825  
Psychiatry 精神医学 5.718  1.790  
Urology & Nephrology 泌尿器腎臓学 3.416  1.674  
Pharmacology & Pharmacy 薬学 7.031  1.626  
Pediatrics 小児科学 2.757  1.493  
Surgery 外科医学 3.631  1.225  
Respiratory System 呼吸系学（解剖） 3.417  1.209  
Sport Sciences スポーツ科学 2.467  0.778  
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図 36 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF の平均値 
 
表 57 2011 年〜2015 年医療・健康・スポーツ科学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の
IF の平均値の平均値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.942 3.958 
分散 0.590 3.750 
観測数 14.000 14.000 
ピアソン相関 0.280  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 13.000  
t -4.028  
P(T<=t) 片側 0.001  
t 境界値 片側 1.771  
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P(T<=t) 両側 0.001  
t 境界値 両側 2.160  
 
表 58 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均
値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） 非 OA 誌 OA 誌 
Environmental Sciencenon 環境科学 4.626  2.702  
Water Resources 水資源学 2.073  1.635  
Information Science ＆ 
Library Science 
図書館情報学 1.740  0.582  
 
 
図 37 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均
値 
 
表 59 2011 年〜2015 年情報学・環境学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平均
値のｔ検定の結果 
 OA 誌 非 OA 誌 
平均 1.640 2.813 
分散 1.123 2.493 
観測数 3.000 3.000 
0.000 1.000 2.000 3.000 4.000 5.000
Information Science and Library
Science
Water Resources
Environmental Sciencenon
OA NonOA
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ピアソン相関 0.916  
仮説平均との差異 0.000  
自由度 2.000  
t -2.736  
P(T<=t) 片側 0.056  
t 境界値 片側 2.920  
P(T<=t) 両側 0.112  
t 境界値 両側 4.303  
 
表 60 2011 年〜2015 年総合・複合領域学主分野カテゴリの OA 誌と非 OA 誌の IF の平
均値 
分野カテゴリ（英） 分野カテゴリ（和） 非 OA 誌 OA 誌 
Multidisciplinary 
Sciences 
複合科学 3.138  1.480  
 
 7 個の主分野カテゴリ（総合・複合領域学主分野の副分野カテゴリが１個しかないた
め、検定の対象外となる）の平均値の t-検定の結果、医療・健康・スポーツ科学主分野の
P 値は 0.002 であるのに対して、他の 5 個の主分野カテゴリの P 値（有意水準：教育学・
心理学・社会学主分野の 0.069、法学・政治学・経済学主分野の 0.111、数物系科学・化学
主分野の 0.340、工学主分野の 0.231、生物・農・獣医・水産学主分野の 0.184 と情報学・
環境学主分野の 0.112）は 0.05 以上となり、そのように分野を大きくまとめた場合は医
療・健康・スポーツ科学主分野以外の分野の OA 誌と非 OA 誌の IF の平均値の平均値の差
は統計的に有意であると言えない結果となった。主分野カテゴリ各々の副分野カテゴリの
数が少ないことがその要因となっているのかもしれない。 
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5. 考察 
 本研究では、学術雑誌の引用量の変化とオープンアクセス化の関係を明らかにするため
に、Clarivate Analytics 社が提供している JCR のデータを用いて、分野カテゴリ毎に OA 誌
と非 OA 誌の IF 平均増加率を比較し、OA 効果の有無を探求した。各々の結果をもとに、
本章では考察を行う。 
 前章では、広範な分野カテゴリにおける学術雑誌の引用と OA 効果の関連性を明らかに
するため、Clarivate Analytics 社が提供している JCR のほぼ全分野コテゴリ（OA 誌がない分
野カテゴリが対象外となる）について OA 誌と非 OA 誌の IF や IF 平均増加率を比較した。
分野カテゴリ間の比較を容易にするため、8 主分野カテゴリに分類した結果は表 8 に示し
た。OA 誌の IF 平均増加率のより高い副分野カテゴリの割合が 80%を超えていた主分野カ
テゴリ（工学主分野カテゴリ：100%；総合・複合領域：100%；医療・健康・スポーツ科学：
93%；生物・農・獣医・水産学：83%；教育学・心理学・社会学：80%）は多く（対象主分
野カテゴリの 62.5%）、80%未満であった主分野カテゴリ（法学・政治学・経済学：50%；
情報学・環境学：67%；数物系科学・化学：67%）は相対的に少なかった（対象主分野カテ
ゴリの 37.5%）。この結果は、オープンアクセス化が工学、医療・健康・スポーツ科学、総
合・複合領域、生物・農・獣医・水産学、教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの 5 個の
主分野カテゴリに与えた影響は、法学・政治学・経済学、数物系科学・化学や情報学・環境
学主分野カテゴリより顕著である可能性を示している。即ち、それらの 5 個の主分野カテゴ
リには OA 効果が存在する可能性がある。 
 ただし、OA 誌の IF 平均増加率がより高い副分野カテゴリの数においては、主分野カテ
ゴリ間で大きな差が見られ、OA 効果が存在する可能性が異なると考えられる。OA 誌の
IF 平均増加率がより高い副分野カテゴリの数は、法学・政治学・経済学や総合・複合領域
では 1 であるのに対し、他の 6 個の主分野カテゴリでは 2 以上にのぼった。また、法学・
政治学・経済学と総合・複合領域主分野カテゴリでその数が 1 であるのに対し、医療・健
康・スポーツ科学主分野カテゴリでは 13 であり、生物・農・獣医・水産学分野カテゴリ
では 5 であり、顕著な差が見られた。OA 効果の影響はオープンアクセス化が成熟してい
る医療・健康・スポーツ科学や生物・農・獣医・水産学主分野カテゴリでより高い傾向が
あるとも言えよう。一方、オープンアクセス化は法学・政治学・経済学主分野カテゴリに
及ぼす影響が少ないため、それらの分野で OA 効果が存在する可能性が未知な状態である
とも考えられる。 
 一方、IF の増加率ではなく 2014 年と 2015 年の平均値を見ると、36 個の分析対象副分野
カテゴリのうち、非 OA 誌の方が OA 誌より IF の平均値が高い分野は 31 個にのぼり、対
象副分野カテゴリ全体の 86%にのぼった。一方、OA 誌の方が非 OA 誌より IF の平均値が
高かったのは 5 個の分野、即ち 14％にとどまった。また上記 36 個の？？OA 誌の IF 平均
値の平均値は 1.608 にとどまり、逆に非 OA 誌の IF 平均値の平均値は 3.488 にのぼった。
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以上のことから、Impact Factor の値は全般に非 OA 誌の方が高いものの、OA 誌が高い IF
平均増加率をもって非 OA 誌を追い上げている現状が分かる。OA 誌の IF 平均値の増加が
いつまで続くのか、非 OA 誌を超えるまで続くのかは分からないものの、今後も注目すべ
き傾向と言えよう。 
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6. おわりに  
 本研究では、学術雑誌の引用量の変化とオープンアクセス化の関係を明らかにするため
に、Clarivate Analytics 社が提供している JCR のデータを用いて、分野カテゴリ毎に OA 誌
と非 OA 誌の IF 平均増加率を比較し、OA 効果の有無を探求した。 
 本研究の結果より、OA 効果がある程度存在する可能であるという知見が得られた。こ
れまでの研究では、一部の分野などでの OA 効果しか明らかになっていなかったが、本研
究ではできる範囲でより広範な分野カテゴリにおいてこの効果の可能性を考察できた。し
かしながら、この知見が活かせる分野カテゴリは、オープンアクセス化がより顕著な影響
を与えた工学、医療・健康・スポーツ科学、総合・複合領域、生物・農・獣医・水産学と
教育学・心理学・社会学主分野カテゴリの 5 個の主分野カテゴリに限られる。法学・政治
学・経済学主分野カテゴリにおいては、本研究ではオープンアクセス化より OA 効果の存
在する可能性が有無であるか否か未だ検討できなかったため、現時点でも全分野カテゴリ
において OA 効果の有無について結論が出られなく、即ち「OA 効果が絶対存在する」と
いう理論を得られないことも否定できないことである。 
本研究では、36 個の分析対象副分野カテゴリのうち 30 個、即ち 83％のカテゴリにおい
て、OA 誌の方が非 OA 誌より IF 平均増加率が高いことが示された。だが、増加率ではな
く 2014 年と 2015 年の IF の平均値を見ると、36 個の分析対象副分野カテゴリのうち 31 個、
即ち 86%のカテゴリにおいて、非 OA 誌の方が OA 誌より IF の平均値が高いことが示され
た。Impact Factor の値はまだ非 OA 誌の方が高いものの、OA 誌が高い IF 平均増加率をもっ
て非 OA 誌を追い上げている現状が明らかとなった。OA 誌の IF 平均値の増加がいつまで
続くのか、非 OA 誌を超えるまで続くのかは分からないものの、今後も注目すべき傾向と言
えよう。 
 今後の課題であるが、研究では Clarivate Analytics 社が提供している JCR の学術雑誌の
IF 値しか用いていなかったため、そのデータベースで OA 誌がない分野カテゴリが調査対
象外となった。全ての分野カテゴリが分析対象となっていないことは本研究結果の一般化
や妥当性にある程度影響するかもしれない。さらに、本研究では 2011 年〜2015 年の 5 年
間の雑誌の IF 値しか用いていないため、本研究で観察された一部分野における顕著な変化
は一時的なものであるかどうか定かでない。今後は、2005〜2015 年の 10 年間など、より
長い期間で複数のデータベースの引用データに関する考察を行い、より多面的な分析や継
続的な観察を行いたい。 
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